
東 京 都 済 生 会 中 央 病 院 で 診 療 を 受 け られ る 皆 様 ヘ

東京都済生会中央病院 (以 下、当院)で は、以下の臨床研究を実施 してお り

ます。この研究は、通常の診療で得られた過去の記録をまとめることによつて

行います。このような研究は、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 J

の規定により、研究内容の情報を公開することが必要 とされてお ります。この

研究に関するお問い合わせなどございましたら、以下の 【お問合せ先】へご連

絡 ください。

【研究の名称】

美r藤習 錫鶴轟義どに留置 したステン トグラフ トの簡
｀
重、皮看覆の経過 :多施設・

後ろ向き研究

【研究機関及び研究責任者】

研究機関 :東京都済生会中央病院・循環器科

研究責任者 :鈴木 健之

【研究の目的】

大腿膝高動脈病変を有する症候性の閉肇桂飾 雷イどだ患者さんに対 して留置 し

た、ステン トグラフ トの閉塞、狭窄後の処置方法を検討することと、その後の

臨肺 極
t遣
を検討すること。

【研究の方法及び期間】

研究の方法 :通常の診療で得られた過去の記録をまとめることによつて行いま

す。

研究期間 :当 院の臨床研究倫理審査委員会承認後から 2019年 6月 30日

【研究の対象者の選定について】

・対象となる患者さん

2016年 11月 から 2018年 12月 までに、当院において大腿膝高動脈病変を

有する症候性の閉塞性動脈硬化症患者さんで、ステン トグラフ トを留置 し再狭

窄、再開塞 した患者さん。



・利用 する診療情報

① ステ ン トグ ラフ トが詰まつた ときの状況 と、その治療方法 。その後の

経過 につ いて

② 採血デ ータや 、心電図等

【対象 となる患者 さんに生 じる負担 な らび に予測 される リスクおよび利益 】

本研 究 は通常の診療で得 られた過去の記録 をま とめる ことによつて行われ る

ため 、患者 さんへの新 たな負担 、 リスクおよび利益 は発生 しない と考えます。

【個人情報の取 り扱 い】

利用 する情報か らは、名前 、住所 な ど患者 さんを直接特定で きる個人情報 は

削除いた します。また、研究成果 は学会や 学術雑誌で発表 され ますが、その際

も患者さんを特定で きる個 人情報 は利用 いた しません。また、ご 自身のデ ータ

を研究 に利用することを承認 されない方 は以下の 【問い合わせ先】 にご連絡 く

ださい。その場合 も、診療 上何 ら不利な扱 いを受けることはあ りません。

【本研究の実施 について】

本研究 は、東京都済生会 中央病 院臨床研 究倫理審査 委員会 による審査の上 、

研究機 関の長 による承認 を得て実施 してお ります。

【問い合わせ先】

東京都港 区三田 1-4-17

東京都済生会 中央病 院

担 当 循環器科  鈴木  健之

電話  03-3451-8211
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